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Weekly Bulletin 

アピールタイム  

・関場  慶博会員  
 9月21－24日、ミャンマーへ行ってきます。  
 AS EAN小児科学会で「Pol io  & Po l io  Vacc ine  in  
Japan」という演題を発表します。ヤンゴンロータリーク
ラブへメークアップし、ヤンゴン日本人学校とヤンゴン小
児病院を訪問。日本人兵士墓地を参拝してきます。私
たちが送った消防車と対面できればと思っております。  
 
   ・澁谷  明広会員  
       お気を付けて。消防車みたいですね。  
 
   ・木村  由美会長  
        消防車と対面出来ます事をお祈り致してお  
      ります。     
 
 
・木村  由美会長  

・田中  裕介会員   

幹事報告  

・澁谷  明広幹事  
 
・23日例会終了後理事会を開催致します。  
・  ロータリーの資料全部実家にあります。ただインフル  
 エンザのため土曜日まで実家に戻れません。土曜日  
 確認してから発言致します。  
・義援金についてもガバナー事務局より文章来てました  
 ので後日報告致します。  

2017.08.16（水）  第205回 

E例会  

期間8/16～8/19 

 
 アピールタイム  
 友タイム  
 幹事報告  
 委員会報告      
 メインテーマ  
     「  今年度希望する外部卓話  」  
 

 先日、鯵ヶ沢グランメー
ルにて40年ぶりの同窓会
に参加しました。何年経っ
ても、あの日に戻れた瞬
間でした。  
 受け付けて頂いた名札
です。笑いました ( ^ .^)  
  誰か、ツッコミ入れて😓  
↗  

友タイム  

 『ロータリーの友』2017年8月号の内容より、各会員が
気になった話題をピックアップ。  
 
・今回は投稿者なし。  
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今回の出席報告      第204回例会（8/9）の出席報告 
 ◆出席者           ◆出席者 
   E例会    7名        例会       6名 
                    MU        7名   
                            計13名 
                    修正出席率   41.93％ 
 
会員数 ： 31名 （出席義務 ： 31名 ・ 出席免除 ： 0名） 

 8月のE例会のメインテーマは「今年度希望する外部
卓話」です。  
  
・小林  伯裕会員  
   カヌーのリオ五輪代表、矢沢一輝選手が西目屋村に
移住し、東京五輪を目指しておられます。折角の機会な
ので、世界を目指すアスリートのお話を伺ってみたいで
す。  
    
   ・宇野  純子会員  
       私もカヌーの話し聞きたいです ( ^ ^ )  
 
・関場  慶博会員  
  葛西さん (弘前RC)のねぷたのお話、福眞さん (弘前
RC)の津軽の歴史のお話、面白いですよ。  
 
・板澤  雅人会員  
  昨年だし活のお話がありましたが、料理や地元食文
化のお話もいいですね。  
 
・田中  裕介会員  
 成田俊介さんの財団の話とか☺  

メインテーマ  

委員会報告  

・今回は投稿者なし。  

ROTARY豆知識   

ロータリーのマーク  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「ロータリー」という名は、当時、各メンバーの
職場を順番にミーティング場所として使っていた
( in  rotat ion )ことに由来します。  
 
 初期の頃からずっと、車輪がロータリーのシン
ボル（象徴）とされてきました。その最初のデザイ
ンは、シカゴのロータリアンだったモンターグ・ベ
アの手によるもので、簡単なワゴン車の車輪と、
それに舞い上がる境と運動を表す数条の線とを
あしらった図柄でした。この車輪は「文明と運動」
を図案化したものだと言われています。  
 
 初期の頃のクラブは、大体その刊行物やレター
ヘッド（便箋）に何らかの形でこのワゴン車の車
輪を表示していました。  
 
 1922年に、すべてのロータリー・クラブはロータ
リアン専用の標識として単一共通のデザインを
採用すべきだという最終結論に達し、翌年1923
年に現在の24の輪歯と6本の編のある歯車が国
際ロータリーによって採用されました。  
 
 これに対しエンジニアのグループから、この歯
車は機械工学的にみて不安定であり、歯車の中
心に動力伝達用シャフトへ連結するための「楔
穴」がないとうまく回らないだろうという助言があ
りました。よって、この楔穴が追加され、現在私
たちの知るデザインが国際ロータリーの公式標
識として正式に採用されるに至りました。  


